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花
ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
齋

　
こ
の
冬
は
い
く
年
ぶ
り
か
の
永
い

寒
さ
が
続
い
た
。
立
春
が
過
ぎ
て
も

雪
々
の
連
続
で
、
暖
か
く
は
な
ら
な

か
っ
た
。
花
だ
よ
り
が
紙
上
を
に
ぎ

わ
す
よ
う
に
な
っ
た
四
月
の
声
を
聞

い
て
か
ら
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

無
情
な
春
雨
や
春
の
嵐
が
つ
マ
い
た

が
、
一
雨
ご
と
に
気
温
も
あ
が
り
そ

れ
に
つ
れ
て
妻
有
の
里
も
本
格
的
な

春
に
な
り
、
若
葉
の
空
に
ひ
る
が
え

る
鯉
の
ぽ
り
を
見
る
と
、
胸
が
す

く
。
　
雪
に
咲
く
梅
の
花
、
と
昔
か
ら
よ

く
い
う
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
梅

花
の
上
に
今
年
も
雪
が
時
折
り
降
っ

て
い
た
。
で
も
そ
の
寒
さ
の
中
で
毎

日
一
輪
一
輪
と
蕾
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

今
ま
さ
に
梅
一
輪
く
ほ
ど
の
暖

か
さ
の
通
り
、
こ
＼
妻
有
の
里
は
本

格
的
な
春
と
共
に
、
万
物
す
べ
て
が

躍
動
開
姶
の
時
で
あ
る
。
私
の
庭
先

に
も
梅
の
古
木
が
一
本
あ
る
。
何
代

か
前
の
人
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
一
時
は
大
分
弱
っ
て
今

に
も
枯
れ
る
か
と
思
わ
れ
た
位
い
だ

っ
た
が
丹
誠
を
こ
め
て
手
入
れ
を
し

た
。
そ
れ
に
感
応
し
た
か
、
近
頃
で

は
だ
ん
だ
ん
と
叉
花
を
咲
か
せ
る
よ

う
に
な
り
樹
相
も
ひ
と
し
を
風
流
さ

を
ま
し
て
来
た
よ
う
に
思
う
。
植
木

も
人
間
の
愛
情
に
よ
っ
て
美
し
く
成

長
す
る
と
い
う
事
実
は
、
ど
ん
な
木

藤く

大春

馨

や
花
に
対
し
て
も
い
え
る
だ
ろ
う
．

　
人
間
の
愛
情
が
、
植
物
を
生
育
さ

せ
る
の
だ
。
人
間
も
こ
れ
と
同
じ
こ

と
で
子
供
を
育
て
る
に
も
、
や
は
り

き
め
の
こ
ま
か
い
愛
情
で
、
世
話
し

た
い
も
の
だ
。
そ
れ
を
怠
っ
て
野
放

し
に
し
て
お
く
と
、
い
つ
の
間
に
か

非
行
少
年
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
先
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
が
、

東
京
で
三
人
組
の
高
校
生
が
、
強
盗
．

を
や
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。
三
人

共
経
済
的
に
は
、
中
流
家
庭
の
子
供

で
貧
困
の
た
め
の
犯
罪
で
は
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
貧
困
が
一
般
の
犯

罪
の
温
床
に
な
る
が
、
三
少
年
の
非

行
化
は
、
家
庭
の
不
注
意
と
、
愛
情

の
欠
如
に
よ
っ
て
起
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
　
春
先
は
而
し
な
べ
て
、
ウ
キ
く

す
る
季
節
、
各
家
庭
と
も
子
供
た
ち

の
行
動
に
は
細
心
の
御
注
意
を
願
い

た
い
。
子
供
は
一
家
の
愛
情
に
包
ま

れ
て
こ
そ
、
共
同
社
会
の
一
員
と
し

て
成
長
し
う
る
。
そ
れ
は
梅
の
花
の

栄
え
る
の
と
、
同
じ
原
則
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
残
雪
、
寒
苦
の
中
か
ら
つ
ぼ
み
を

ふ
く
ら
ま
し
て
い
る
梅
の
木
は
、
い

く
代
か
前
の
人
が
（
白
、
紅
梅
を
上

げ
る
）
と
い
っ
て
植
え
て
く
れ
た
も

の
で
あ
る
と
か
聞
く
。
私
の
小
僧
の

こ
ろ
か
ら
年
々
見
て
い
る
の
だ
が
白

紅
の
中
間
色
で
咲
い
て
見
せ
て
く
れ

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
お
そ
ら
く

中
間
に
お
い
て
今
の
紅
一
色
に
変
種

を
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

突
然
変
異
で
出
来
た
花
の
色
が
、
遺

伝
的
に
固
定
し
た
も
の
に
ち
が
い
な

い
。
　
生
れ
故
郷
の
家
の
庭
先
に
も
大
き

な
梅
の
木
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
正
真

正
銘
の
紅
梅
で
、
ま
っ
赤
な
花
だ
っ

た
こ
と
を
、
懐
し
く
思
い
出
す
。
そ

れ
に
し
て
も
梅
の
木
が
、
今
の
よ
う

に
綺
麗
な
や
さ
し
い
花
を
咲
か
せ
る

に
は
、
遺
伝
と
進
化
の
長
い
長
い
年

月
が
、
た
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
う
て
い
、
正
確
に
測
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

　
こ
の
梅
を
こ
こ
ま
で
美
し
く
育
て

た
の
は
、
全
く
自
然
の
力
で
造
化
の

妙
に
驚
嘆
す
る
ほ
か
は
な
い
．
私
ど

も
は
た
黛
く
花
の
美
を
た
た
え
、

花
の
い
の
ち
と
融
け
あ
っ
て
、
し
ぱ

し
の
幸
福
を
う
れ
ば
、
す
な
わ
ち
足

る
梅
の
一
片
の
花
び
ら
に
、
天
地
の

大
生
命
を
感
じ
、
あ
ら
ゆ
る
神
、
仏

の
光
を
感
得
す
れ
ば
、
そ
れ
が
宗
教

で
も
あ
り
、
芸
術
心
で
も
あ
ろ
う
。

　
一
茎
の
野
の
花
に
、
神
の
愛
を
感

じ
、
茸
木
の
な
か
に
こ
も
る
仏
性
を

思
う
な
ら
、
そ
れ
が
本
当
に
生
き
た

宗
教
に
も
な
ろ
う
。
十
九
世
紀
に
シ

ェ
ラ
ィ
エ
ル
・
マ
ッ
ヘ
ル
が
い
っ
た

よ
う
に
「
宇
宙
自
然
に
対
す
る
帰
依

の
心
が
宗
教
」
と
考
え
て
も
よ
い
。

　
う
ぐ
い
す
の
声
を
聞
き
、
百
花
瞭

乱
の
春
、
半
年
の
間
雪
の
中
に
埋
れ

て
暮
し
た
も
の
に
と
っ
て
は
じ
め
て

味
わ
え
る
こ
の
幸
福
感
が
し
き
り
に

湧
い
て
く
る
。
連
峰
の
残
雪
、
又
今

ま
さ
に
花
は
咲
き
終
り
青
葉
、
若
葉

の
好
季
節
を
む
か
え
、
平
和
に
幸
せ

に
皆
が
生
き
栄
え
る
よ
う
な
、
人
間

の
春
も
早
く
来
て
く
れ
る
よ
う
に
と

祈
る
心
が
し
き
り
と
湧
出
す
る
。
自

然
も
人
事
も
、
一
如
一
連
の
も
の
の

・
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
花
を
愛
す
る
気

一もち
は
、
神
仏
を
し
た
う
心
と
、
し

っ
く
り
連
つ
て
い
る
。

中
里
村
の
古
文
書
よ
り

　
　
桔
梗
ガ
原
㈲

　
　
ー
田
開
稲
荷
神
社
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
清
津
峡
小
学
校
阿
部
九
二
三
郎

　
通
り
山
の
内
水
面
水
産
試
験
場
中

里
支
場
の
少
し
先
か
ら
、
整
理
さ
れ

た
田
圃
の
中
の
道
を
東
に
約
十
分
歩

く
と
、
こ
ん
も
り
し
た
森
に
つ
き
当

る
。
こ
こ
が
田
開
稲
荷
神
社
の
森
で

い
わ
ゆ
る
桔
梗
ヵ
原
の
稲
荷
神
社
で

あ
る
．
ま
た
の
名
を
五
郎
兵
衛
稲
荷

と
い
う
と
か
。

　
現
在
の
社
殿
は
明
治
以
降
の
建
立

に
属
す
る
が
、
そ
の
裏
手
に
宝
暦
十

二
年
壬
午
四
月
吉
日
（
二
一
四
年

前
）
の
刻
の
あ
る
石
の
桐
が
立
っ
て

い
る
。
右
手
の
石
塔
の
刻
は
五
郎
兵

衛
大
明
神
、
文
化
九
年
通
山
村
（
一

五
四
年
前
V
と
読
め
る
。

　
神
社
の
入
口
の
家
、
こ
の
宮
を
何

か
と
世
話
さ
れ
て
い
る
樋
口
寿
吉
氏

宅
に
は
、
天
明
六
年
（
一
八
○
年

前
）
摂
津
守
荷
田
宿
禰
信
邦
（
せ
っ

つ
の
か
み
か
だ
の
す
く
ね
の
ぶ
く

に
）
名
の
正
一
位
授
与
の
書
付
け
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
樋
口
翁
の
話
に

よ
れ
ぱ
、
伏
見
稲
荷
社
か
ら
右
の
官

位
が
許
さ
れ
た
折
、
伏
見
に
ち
な
ん

で
宮
の
周
囲
に
ブ
ナ
の
木
を
植
え
た

と
い
う
。
フ
シ
ミ
、
コ
ノ
ミ
で
あ
っ

た
。
そ
の
ブ
ナ
が
昼
も
小
暗
く
茂
．

て
、
稲
荷
の
森
を
な
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
今
回
は
こ
れ
だ
け
の
前
置
き
を
し

て
、
例
に
よ
り
古
又
書
を
一
枚
原
文

の
ま
ま
か
か
げ
る
。

　
　
取
極
申
一
札
之
事
（
と
り
き
め

　
　
も
う
す
い
っ
さ
つ
の
こ
と
）

一
、
田
壱
反
三
畝
歩
　
但
、
桔
梗
原

　
鎮
穿
稲
荷
社
為
修
覆
相
除
申
（
し

　
ゅ
う
ふ
く
の
た
め
あ
い
の
ぞ
き
も

　
う
し
）
候
。
此
小
作
米
五
斗
づ
つ

　
年
ゐ
相
計
可
申
（
も
う
す
ぺ
く
）

　
候
事
。

右
は
桔
梗
原
稲
荷
之
義
古
来
よ
り
八

ヵ
村
鎮
守
と
敬
来
（
う
や
ま
い
き

た
）
り
候
処
、
猶
又
（
な
お
ま
た
）

此
度
右
場
所
御
新
開
二
相
成
リ
候
時

引
請
号
（
ひ
き
う
け
ご
う
、
郷
の
誤

？
）
中
相
談
之
上
正
一
位
之
官
位
ヲ

請
（
う
け
）
候
二
付
、
同
人
方
よ
り

右
社
修
覆
料
と
し
て
書
面
之
反
歩
寄

附
相
頼
ミ
ニ
付
割
除
（
わ
り
の
ぞ

一
き
）
申
候
。
依
之
（
こ
れ
に
よ
り
）

小
作
人
之
義
は
八
ヵ
村
順
番
二
出
作

致
定
之
通
（
い
た
す
さ
だ
め
の
と
お

り
）
、
小
作
米
五
斗
宛
（
す
つ
）
年

年
相
計
（
あ
い
は
か
り
）
修
覆
は
勿

論
、
春
夏
両
度
祭
礼
等
之
諸
入
用

（
し
ょ
に
ゅ
う
よ
う
）
二
取
計
可
申

（
も
う
す
べ
く
）
候
。
尤
（
も
っ
と

も
）
順
番
之
義
は
当
亥
（
い
）
年
は

午
溝
、
来
子
（
ね
）
年
は
小
原
、
丑

（
う
し
）
年
桂
、
寅
（
と
ら
）
年
藤
原

新
田
、
卯
（
う
）
年
田
中
、
辰
（
た

つ
）
年
荒
屋
、
巳
（
み
）
年
通
り
山

午
（
う
ま
）
年
高
道
山
、
夫
々
順
番

二
小
作
致
定
メ
之
年
貢
急
度
（
ね
ん

ぐ
き
っ
と
）
相
計
可
申
候
．
若
（
も

し
）
後
年
至
（
に
い
た
り
）
悪
作
等

致
候
共
（
と
も
）
引
米
は
一
切
申
間

敷
（
も
う
す
ま
じ
く
）
候
。
且
又
、

修
覆
之
義
は
小
破
（
し
ょ
う
は
）
之

節
八
ヵ
村
長
（
お
さ
）
百
姓
相
談
之

上
、
早
速
修
覆
致
可
（
い
た
す
べ

く
）
候
。
依
之
（
こ
れ
に
よ
り
）
右

八
ヵ
郷
長
（
お
さ
）
百
姓
一
同
相
談

之
上
、
連
印
ヲ
以
取
極
（
も
っ
て
と

り
き
め
）
証
文
致
置
（
い
た
し
お

き
）
申
処
如
件
（
く
だ
ん
の
ご
と

し
）

文
化
十
二
亥
年
二
月

　
魚
沼
郡
田
沢
村
枝
郷

高
道
山
百
姓
惣
代
　
作
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
〃
　
永
　
八

　
　
　
　
　
〃
　
茂
亙
衛
門

通
り
山
　
同
断
（
ど
う
だ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
文
治

　
　
　
　
　
〃
　
吉
左
衛
門

荒
屋
新
田
　
同
断
　
六
左
衛
門

印印f…口　匠口E口E口

　
　
　
　
〃
　
直
右
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
仁
右
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
士
口
郎
兵
衛

田
　
中
　
同
断
　
　
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
佐
右
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
茂
左
衛
門

干
溝
同
断
林
右
衛
門

　
　
　
　
　
〃
与
三
左
工
門

　
　
　
　
　
〃
　
新
左
衛
門

小
原
同
断

幸
右
工
門

　
　
　
　
　
〃
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
孫
左
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
孫
右
衛
門

桂
　
　
〃
　
吉
左
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
儀
左
衛
門

　
　
　
　
　
〃
　
　
伊
兵
衛

藤
原
新
田
　
同
断
　
与
右
衛
門

印印印印印印印印印印印印印印印印印

前
書
の
通
り
取
極
置
候
上
は
、
後
日

違
乱
申
間
敷
（
い
ら
ん
も
う
す
ま
じ

く
）
候
。
為
念
循
而
如
件
（
ね
ん
の

た
め
よ
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し
）
。

（
同
断
と
は
右
に
同
じ
の
意
味
）

　
さ
て
、
右
の
文
書
に
つ
い
て
の
解

説
は
木
要
で
あ
ろ
う
。
前
お
き
と
文

書
に
よ
っ
て
、
田
開
稲
荷
神
社
の
歴

史
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

宝
暦
十
二
年
i
石
の
桐
建
つ
。

天
明
六
年
－
正
一
位
を
許
さ
れ
る
。

文
化
九
年
ー
五
郎
兵
衛
大
明
神
の
石

　
　
　
　
　
碑
建
つ
。

文
化
十
二
年
－
八
ヵ
郷
取
決
め
に
よ

　
　
　
　
　
っ
て
田
を
寄
付
し
、
時

　
　
　
　
　
々
の
修
理
、
春
夏
両
度

　
　
　
　
　
の
祭
礼
の
費
用
に
充
当

　
　
　
　
　
す
る
．

（
こ
の
稿
は
後
日
補
足
す
る
予
ε
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中
里
村
の
農
業
粗
生
産
額

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヵ
年
間
に
九
％
の
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
作
目
別
、
花
卉
五
十
％
の
伸
び

　
中
里
村
の
農
業
粗
生
産
額
を
昭
和

四
十
年
と
昭
和
四
十
一
年
を
比
較
し

て
見
る
と
一
ヵ
年
間
に
約
九
％
の
農

業
生
産
額
の
伸
び
が
見
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
伸
び
は
農
業
生
産
増
加
よ

り
も
農
産
物
価
格
の
上
昇
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
作
目
別
に

見
る
と
著
し
い
伸
び
の
あ
っ
た
も
の

は
花
卉
が
五
十
％
の
伸
び
を
示
し
た

こ
れ
は
ス
ズ
ラ
ン
、
朝
鮮
姫
百
合
等

の
高
級
花
卉
の
伸
び
と
考
え
ら
れ

る
。
次
に
上
げ
ら
れ
る
も
の
は
工
芸

作
物
の
九
％
の
伸
び
で
あ
る
が
こ
れ

も
面
積
の
増
加
よ
り
も
価
格
の
上
昇

と
考
え
ら
れ
る
。
養
蚕
に
つ
い
て
も

八
％
の
伸
び
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

い
す
れ
に
っ
い
て
も
価
格
の
上
昇
と

考
え
ら
れ
る
。
次
に
畜
産
物
で
あ
る

が
こ
の
中
で
一
番
伸
び
の
著
し
い
も

の
は
役
肉
用
牛
で
生
産
額
に
し
て
四

十
三
％
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
ま
た
肉

豚
は
最
近
に
至
り
豚
の
多
頭
飼
育
が

盛
ん
に
な
っ
て
来
て
安
値
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
す
、
八
％
の
伸
び
を

示
し
た
。
畜
産
物
の
中
で
そ
の
他
の

部
門
が
約
半
分
に
減
少
し
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
作
目
と
は

う
さ
ぎ
、
及
び
山
羊
、
緬
羊
、
馬
、

等
が
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
畜
産
物
の
生
産
額
の
中
で
、
伸

び
率
を
考
え
る
と
、
畜
産
物
が
最
近

伸
び
た
と
言
う
雰
囲
気
の
中
で
、
中

里
村
の
畜
産
物
は
約
七
％
の
伸
び
程

度
で
あ
っ
た
。
次
に
中
里
村
の
場
合

別
表
耕
種
部
門
と
養
蚕
及
び
畜
産
の

全
体
の
生
産
額
の
伸
び
で
あ
る
が
、

約
九
％
位
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
農
家

一
戸
当
り
農
業
粗
生
産
額
は
昭
和
四

十
年
に
三
十
九
万
一
千
円
の
も
の
が

昭
和
四
十
一
年
に
は
四
十
三
万
一
千

円
で
九
％
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
ま
た

一
方
耕
地
十
ア
ー
ル
当
り
農
業
生
産

額
三
万
九
千
円
で
あ
っ
た
の
が
、
昭

和
四
十
一
年
に
は
四
万
二
千
円
で
九

％
の
伸
び
で
農
業
専
従
者
一
人
当
り

の
農
業
粗
生
産
額
二
十
一
万
五
午
円

は
、
県
平
均
三
十
万
五
千
円
に
比
ぺ

十
四
％
程
度
ひ
く
い
。

（
注
）
別
表
、
昭
和
四
十
年
に
つ
い

て
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
、
昭
和
四
十

一
年
に
っ
い
て
は
、
伸
び
率
に
よ
る

比
例
按
分
の
推
計
。

行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
泉
竜
寺
の
関
根
和
尚
さ
ん

　
生
活
保
護
や
母
子
福
祉
、
児
童
福

祉
、
諸
種
の
社
会
保
険
な
ど
社
会
保

障
の
問
題
、
恩
給
関
係
、
農
地
、
治

水
、
道
路
、
河
川
災
害
復
旧
、
農
業

災
害
、
教
育
、
登
記
、
税
金
、
郵
便

国
鉄
、
公
社
、
公
団
、
公
庫
、
事
業

団
な
ど
国
の
行
政
機
関
ま
た
は
、
委

任
お
よ
び
補
助
に
か
か
る
業
務
に
つ

い
て
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
で
ぎ
る
行
政

相
談
委
員
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
監
察
局
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
が
、
中
里
村
で
は

田
沢
泉
龍
寺
の
関
根
隆
光
ざ
ん
が
、

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
民
事
刑
事
の
裁
判
ご
と
、

金
銭
貸
借
の
も
つ
れ
、
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
、
結
婚

相
談
な
ど
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

【
写
真
　
行
政
相
談
委
員
の
関
根
隆

光
さ
ん
】

（単位百万円）額産生粗業村里中

耕　　　　　　　　　　　　種
養蚕

畜　　　　　　　産 農業粗

生産額恥 米 雑穀 イモ類 野菜 果樹 花卉
工芸
作物
種苗
苗木
計

役肉
用牛
乳用
牛
豚 ニワ
トリ

その
他
計

昭和40 311．2 10．4 16．0 29．6 0．5 1．9 23．6
’
げ
．5 411．5 38．3 8．5 3．2 21．1 ！3．3 1．2 47．3 497．1

昭和41 313．5 16．2 22．8 31．2 0．6 3．8 26．1 24．3 438．5 45．8 19．4 4．2 25．1 13．6 0．6 62．9547．
　　i

基礎数値性産生

専
数
業
者

陵
従欝離

人
粗
ー
業
者
農
額

従
り
産

専
当
生

a
業

10

農
額

地
り
産

耕
当
生

農家1戸当
り農業粗生

産額碁
2，5401，2901，27019639391昭和40

2，5401，2901，27021542431昭和41

（
単
位
千
円
）

6月4日「県民スボーツの日」

　　中里村で郡市婦人排球大会

き
た
る
六
月
四

日
（
第
一
日
曜

日
）
は
、
第
三
回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
の

日
で
す
。
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
日
は
、

昭
和
三
十
九
年
の

新
潟
国
体
の
輝
か

し
い
総
合
優
勝
を

永
久
に
記
念
し
、

広
く
県
民
の
間
に

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

し
て
、
体
位
体
力

の
増
強
と
、
生
活

の
明
朗
化
を
は
か

ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
今
年
も
県
下

十
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
四
5
五
種
目
を

原
則
と
し
て
お
こ
な
う
も
の
で
あ

る
。
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
野
球
、
卓
球
、
籠
球
、
排

球
の
四
種
目
の
大
会
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
き
ま
り
、
今
年
度
は
必
修
種

目
と
し
て
婦
人
に
よ
る
簡
易
パ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
排
球
大
会
は
、
わ
が
中
里
村
田

沢
中
学
校
体
育
舘
で
、
寵
球
大
会
は

川
西
町
川
西
中
学
校
体
育
舘
、
卓
球

大
会
は
、
津
南
町
下
船
渡
中
学
校
体

育
舘
、
野
球
大
会
は
、
十
日
町
市
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
、
午
前
九

時
よ
り
開
会
さ
れ
ま
す
。
各
大
会
の

出
場
資
格
お
よ
び
チ
ー
ム
編
成
は
、

排
球
一
般
女
子
（
九
人
制
現
行
ル
ー

ル
）
一
チ
ー
ム
、
簡
易
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
改
正
前
の
ル
ー
ル
）
三
十
才
以

上
（
四
月
一
日
現
在
）
の
既
婚
者
の

各
一
チ
ー
ム
。
籠
球
一
般
男
子
各
一

チ
ー
ム
。
卓
球
一
般
男
子
、
一
般
女

子
各
一
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
個
人
戦
三

十
才
以
上
三
名
、
四
十
才
以
上
三
名

な
お
個
人
戦
に
お
い
て
は
男
女
を
間

わ
な
い
。
野
球
は
男
子
年
令
二
十
五

才
以
上
で
軟
式
ボ
ー
ル
使
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。
農
繁
期
の
さ
な
か
で
す

が
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と

ご
声
援
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
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水
稲
、
蚕
繭

　
　
　
　
共
済
金
及
び
掛
金

　
昭
和
四
十
二
年
産
の
水
稲
及
び
蚕

繭
共
済
金
と
掛
金
が
二
月
の
定
例
村

議
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

◎
共
済
金

水
稲
　
一
キ
ロ
当
り
　
　
　
　
八
十
円

蚕
繭
　
一
箱
当
り
　
　
　
　
七
千
円

◎
共
済
掛
金
（
一
キ
。
当
り
）

　
農
家
の
み
な
さ
ん
が
負
担
す
る
額

▽
共
済
目
的
水
稲

▽
危
険
階
級

　
・
第
一
階
級
地
域
（
東
田
沢
）

掛
金
（
五
円
六
十
三
銭
一
厘
三
毛

六
）

　
・
第
二
階
級
　
地
域
（
芋
沢
、
田

沢
、
朴
木
沢
、
市
之
越
、
白
羽
毛
、

程
島
、
原
町
、
新
里
）
掛
金
（
一
円

八
＋
一
銭
八
）

　
・
第
三
階
級
　
地
域
（
干
溝
、
荒

屋
、
高
道
山
、
朴
本
沢
新
田
、
東
田

尻
、
角
間
、
葎
沢
、
倉
下
、
土
倉
、

倉
俣
、
芋
川
、
重
地
、
下
山
、
西
田

尻
、
西
方
、
小
出
、
阿
寺
）
掛
金

　
（
一
円
四
＋
銭
七
厘
八
毛
四
）

　
・
第
四
階
級
　
地
域
（
如
来
寺
、

桂
、
上
山
、
田
中
、
小
原
、
通
り
山

桔
梗
原
、
山
崎
、
芋
川
新
田
、
清
田

山
、
牧
畑
、
新
屋
敷
、
本
屋
敷
、
堀

ノ
内
、
宮
中
）
掛
金
（
一
円
十
三
銭

九
厘
山
ハ
毛
八
）

　
今
年
は
、
前
記
に
よ
り
掛
金
を
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
耕
作
地
が
、
前

年
と
比
較
し
て
耕
地
の
異
動
収
量
の

変
更
が
あ
る
と
き
は
、
部
落
の
運
絡

員
を
通
じ
て
届
け
出
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
引
受
面
積
並
び
に
引
受
収

量
の
決
定
期
日
は
条
例
第
二
十
六
条

に
よ
り
五
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
届
出
し

て
下
さ
い
。
期
日
以
後
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
念
の
た
め
。

◎
蚕
繭
掛
金
　
（
一
箱
当
り
）

期
別
　
　
地
域
　
掛
金

春
蚕
繭
　
　
村
全
域
　
　
一
三
三
円

夏
秋
蚕
繭
（
秋
、
晩
秋
を
含
む
）

　
　
　
　
　
村
全
域
　
　
二
五
九
円

◎
徴
収
期
日

　
水
稲
第
一
期
6
月
25
日
限
り

　
　
　
　
第
二
期
7
月
25
日
限
り

　
蚕
繭
　
掃
立
箱
数
決
定
後
直
ち
に

　
　
　
　
徴
収
す
る
。

昭
和
四
十
二
年
度

　
　
　
　
　
　
耕
転
機
耕
賃
と
農
作
業
賃
金

　
昭
和
四
十
二
年
度
の
耕
森
機
耕
賃

及
び
農
作
業
雇
傭
料
金
に
つ
い
て
五

月
四
日
耕
私
機
組
合
と
各
種
組
合
の

役
員
の
み
な
さ
ん
が
布
あ
つ
ま
り
に

な
り
、
協
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
に

協
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ロ
ー
タ
リ
ー
型

　
　
耕
種
　
　
　
　
料
　
金

　
　
田
打
　
　
　
　
千
八
百
円

　
　
荒
代
掻
　
　
　
　
　
千
二
百
円

　
　
代
掻
　
　
　
　
　
一
千
円

　
　
植
代
掻
　
　
　
　
千
八
百
円

　
　
　
　
　
（
一
回
で
田
植
可
能
）

　　　　◎
　　　　テ
代荒田耕1畑耕　代　　 ラ耕転
掻掻打種1絃代　　　　型　 掻

千
酷

　　　

芋
川
雪
中
燧
道
完
成

　
昭
和
三
十
三
年
着
工
以
来
九
ヵ
年

の
才
月
を
要
し
、
総
工
費
千
三
百
万

円
が
投
じ
ら
れ
、
昭
和
四
十
二
年
三

月
、
芋
川
雪
中
墜
道
が
完
成
し
た
。

こ
こ
は
通
称
「
へ
っ
つ
り
」
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
冬
期
間
は
し
ぱ
し
ぱ
な

だ
れ
が
あ
り
、
危
険
な
所
で
あ
っ
た

が
、
随
道
完
成
に
よ
り
、
な
だ
れ
に

よ
る
危
険
は
な
く
な
っ
た
訳
で
あ

る
。
　
十
日
町
丸
山
工
務
所
の
請
負
。
磁

票
塁
百
七
士
駁
蟹
は
二

麿
。
そ
の
う
ち
、
両
側
の
側
溝
を
の

ぞ
く
と
一
・
六
齎
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
【
写
真
は
完
成
し
た
雪
中
随
道
】

　
　
植
代
掻
　
　
　
　
千
九
百
円

　
　
　
　
　
（
一
回
で
田
植
可
能
）

　
　
耕
紙
代
掻
　
　
　
　
　
三
千
円

　
　
畑
耕
転
　
　
　
　
千
五
百
円

▽
そ
の
他
の
畑
作
業
一
日
料
金
三
千

五
百
円
。
一
時
間
五
百
円
。

▽
ト
レ
ー
ラ
一
日
料
金
三
千
五
百
円

一
時
間
五
百
円
。

▽
団
地
十
ア
ー
ル
以
下
は
二
割
増
と

す
る
。

◎
昭
和
四
十
二
年
度

　
　
震
作
業
雇
傭
賃
金
表

▽
田
仕
事
　
　
　
　
　
料
金

　
　
男
　
　
　
　
　
　
千
百
円

　
　
女
　
　
　
　
　
九
百
円

▽
畑
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
円

　
　
男

　
　
女
　
　
　
　
　
八
百
円

但
し
賄
費
は
一
日
二
百
円
と
す
る
。

賄
付
の
場
合
は
賃
金
表
よ
り
二
百
円

を
引
く
こ
と
。

各
地
区
で
敬

老
会
行
事

　
青
葉
、
若
葉
の
好
季
節
。
恒
例
の

敬
老
会
が
、
貝
野
地
区
の
四
月
二
十

七
日
を
は
じ
め
、
田
沢
、
高
道
山
、

清
津
峡
、
倉
俣
、
土
倉
倉
下
の
各
地

区
で
、
婦
人
会
、
公
民
舘
共
催
で
、

に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

敬
老
会
は
、
村
内
七
十
才
以
上
の
人

た
ち
の
長
寿
を
祝
い
、
又
な
が
年
社

会
に
尽
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

い
う
主
旨
で
毎
年
翁
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
日
は
、
婦
人
会
の
人
達

の
手
で
つ
く
ら
れ
た
手
料
理
に
舌
づ

つ
み
を
う
ち
な
が
ら
、
郷
土
の
民
踊

や
歌
に
と
、
一
日
た
の
し
く
過
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
【
写
真
は
手
料

理
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
な
が
ら
、
郷

土
民
踊
を
熱
心
に
み
ま
も
る
老
人
た

ち
。
田
沢
地
区
に
て
】

必
ず
届
出
て

　
　
下
さ
い

　
い
つ
も
申
し
上
げ
お
願
い
し
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
時
は
必
す

十
日
以
内
に
届
出
て
下
さ
い
。

▽
届
出
に
必
要
な
も
の

◎
転
入
、
転
出
（
保
険
証
と
認
印
）

◎
出
生
、
死
亡
（
　
　
〃
　
　
　
）

◎
そ
の
他
社
会
保
険
等
に
加
入
、
脱

退
し
た
時
又
は
、
そ
の
被
扶
養
者
で

な
く
な
っ
た
時
（
認
印
と
国
保
及
び

社
会
保
険
の
保
険
証
）

◎
生
活
保
護
法
の
適
用
が
開
始
さ
れ

た
時
又
は
廃
止
さ
れ
た
時
。

　
役
場
、
支
所
に
世
帯
員
の
異
動

（
前
記
の
他
、
婚
姻
、
世
帯
主
住
所

氏
名
、
変
更
等
）
届
け
を
す
る
際
、
一

必
す
保
険
証
を
持
参
し
て
、
一
緒
に

国
保
の
届
出
を
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

▽
別
個
の
保
険
証
を
受
け
た
場
合

　
被
保
険
者
が
旅
行
あ
る
い
は
、
そ

の
他
の
理
田
で
長
期
間
住
所
を
離
れ

た
場
合
ま
た
は
修
学
中
の
者
が
別
個

の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
う
け
た
場

合
で
期
間
の
経
過
し
た
も
の
は
、
す

み
や
か
に
役
場
に
返
還
し
て
下
さ

い
。▽

遠
く
（
又
は
県
外
）
の
医
者
に
か

　
か
る
人

　
医
療
機
関
に
か
＼
る
場
合
は
必
す

一
保
険
証
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
又
、

県
外
の
医
者
に
か
か
ろ
う
と
す
る
と

き
は
事
前
に
必
す
役
場
に
申
し
出
て

　
さ
い
ロ
ぎ
　
に
　
　
の
な
い
あ
　

一
は
穂
人
鐘
篁
す
．
，

飼
犬
は
登
録

し
、
つ
な
い

で
お
き
ま
し

　
よ
』
ワ

　
最
近
、
飼
犬
の
野
放
し
が
目
立
ち

こ
れ
ら
の
犬
の
中
に
は
登
録
も
し
て

な
く
、
狂
犬
病
予
防
注
射
も
な
さ
れ

て
お
ら
な
い
の
が
い
ま
す
の
で
大
変

危
険
で
あ
り
ま
す
。
又
野
放
し
に
し

て
お
く
た
め
、
畑
の
作
物
等
を
荒
し

ま
わ
る
の
で
、
他
人
は
非
常
に
迷
惑

し
て
お
り
、
役
場
に
多
く
の
苦
情
が

ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
飼
主
の
み
な

さ
ん
犬
は
か
な
ら
す
、
丈
夫
な
く
さ

り
で
つ
な
い
で
お
い
て
下
さ
い
。
（
こ

の
こ
と
は
新
潟
県
条
例
に
よ
っ
て
飼

主
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
を
、
お

こ
た
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
）
又
登
録
を
し
て
い

な
い
犬
は
必
す
登
録
し
注
射
を
受
け

て
下
さ
い
。

◎
駐

県国車
　道禁
　劇止
の
お
ー
．

一
七
号
紅

　
　
　
　
　
　
讐

　　　ら
　駅七せ
近通川！！

くり橋
　り駐国か

車道ら

禁か荒

止ら屋

に陸神

な橋社

る下前

予ま
定’で

で

す

昭和42年5月15日とさカ・（3）第132号（騒奎畿翻調）な

社
会
教
育
の
面
か
ら

見
た
九
州
観
光
記
㈲

　
　
　
　
教
育
奮
長
藤
田
五

難

　
次
い
で
十
九
代
藩
主
島
津
光
久
公

の
別
邸
と
し
て
万
治
元
年
建
て
た
磯

邸
を
見
学
す
る
。
純
日
本
風
な
庭
園

で
、
桜
島
、
錦
江
湾
の
風
景
を
そ
の
ま

＼
雄
大
に
と
り
入
れ
、
後
力
に
磯
山

を
配
し
た
素
晴
ら
し
い
趣
き
を
見
せ

て
い
る
。
斉
彬
公
が
蘭
書
で
研
究
し

日
本
で
初
め
て
ガ
ス
を
と
も
し
た
と

い
う
育
名
な
ガ
ス
灯
仕
掛
け
の
石
燈

籠
が
印
象
に
残
る
。
こ
の
日
最
後
の

コ
ー
ス
桜
島
は
活
火
山
と
し
て
余
り

に
も
有
名
な
存
在
で
あ
る
。
有
史
以

来
、
屡
々
大
噴
火
を
繰
返
し
た
が
大

正
三
年
の
大
噴
火
で
世
界
的
に
有
名

に
な
っ
た
。
当
時
小
学
校
五
年
生
で

あ
っ
た
私
も
新
聞
紙
上
で
、
そ
の
生

生
し
い
記
事
の
記
億
が
あ
る
。
こ
の

時
の
熔
岩
に
よ
り
八
つ
の
部
落
が
埋

ま
り
、
昭
和
二
十
一
年
に
も
二
ヵ
月

に
亘
り
噴
火
し
、
二
部
落
を
埋
め
つ

く
し
流
れ
出
た
熔
岩
に
よ
っ
て
桜
島

は
大
隅
半
島
と
つ
づ
い
て
半
島
と
ね

　
っ
た
の
で
あ
る
。
一
週
間
前
に
も
小

噴
火
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

で
あ
る
。
こ
の
島
は
火
山
と
し
て
だ

け
で
な
く
詩
の
島
景
観
の
島
と
し
て

古
来
広
く
そ
の
名
を
う
た
わ
れ
て
お

り
、
周
囲
五
十
ニ
キ
。
、
面
積
八
十
平

方
キ
ロ
、
人
口
一
万
二
千
人
を
有
す
る

夢
の
よ
う
な
火
の
島
で
あ
る
。
観
光

バ
ス
も
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
っ
て

乗
っ
た
ま
N
渡
る
便
利
さ
で
あ
る
。

島
の
婦
人
が
島
産
の
小
粒
の
密
柑
を

バ
ス
の
窓
際
へ
差
し
出
し
て
売
っ
て

い
る
。
そ
の
売
り
声
が
何
か
宿
命
す

け
ら
れ
た
島
の
人
達
の
生
活
の
縮
図

で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
哀
調
を
帯
び

て
い
る
。
「
い
つ
噴
火
す
る
か
わ
か

ら
な
い
島
に
住
ん
で
居
て
心
細
く
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
き
け
ぱ
彼
女
日
く

「
皆
様
が
危
険
な
こ
の
島
へ
観
光
に

来
て
下
さ
る
気
持
と
同
じ
で
し
ょ

う
」
と
う
ま
い
こ
と
を
言
う
。
長
い

間
噴
火
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
こ
の

島
に
も
、
自
衛
隊
の
力
に
よ
っ
て
桜

島
一
周
観
光
道
路
が
完
成
し
て
お

量
の
噴
煙
を
見
る
だ
け
で
平
和
な
姿

の
夜
は
陸
軍
の
同
期
生
で
農
協
の
組

合
長
を
し
て
い
る
下
園
君
と
国
立
病

院
の
事
務
長
を
し
て
い
る
後
輩
の
松

鶴
君
が
、
招
き
に
応
じ
て
来
て
く
れ

た
。
十
時
頃
迄
静
か
に
盃
を
傾
け
懐

旧
談
に
ふ
け
る
。
駅
迄
送
っ
て
別
れ

る
。
遠
い
鹿
児
島
で
の
面
会
で
あ

り
、
何
時
の
日
に
か
又
逢
え
る
で
あ

ろ
う
か
と
、
別
離
の
寂
し
さ
に
浸

る
。
お
互
が
見
え
な
く
な
る
迄
、
手

を
振
り
合
っ
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　
翌
十
四
日
は
午
前
十
一
時
半
迄
自

由
行
動
、
正
午
鹿
児
島
発
の
汽
車
で

十
六
時
九
分
熊
本
着
直
ち
に
用
意
し

て
あ
る
バ
ス
で
市
内
観
光
に
入
る
。

歴
史
に
名
高
い
加
藤
清
正
公
が
築
城

し
そ
の
後
細
川
氏
五
十
四
万
石
の
城

下
町
と
し
て
発
展
し
た
、
中
九
州
第

一
の
観
光
都
市
で
あ
る
。
先
す
熊
本

城
を
見
学
す
る
。
豊
臣
の
恩
顧
を
受

け
た
清
正
公
が
徳
川
氏
を
相
手
に
堂

堂
と
戦
う
こ
と
の
出
来
る
あ
ら
ゆ
る

作
戦
準
備
を
整
え
清
正
公
存
命
中
は

徳
川
氏
を
し
て
一
目
も
二
目
も
置
か

し
め
た
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

り
、
観
光
バ
ス
で
こ
の
道
路
を
一
周

し
た
。

　
さ
て
九
州
特
に
鹿
児
島
は
、
古
来

解
せ
ぬ
言
葉
で
有
名
で
あ
る
が
、
今

の
若
い
人
達
は
皆
標
準
語
を
使
っ
て

い
る
の
で
不
便
は
な
い
。
却
っ
て
越

後
の
方
言
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ガ

イ
ド
も
土
地
の
物
売
り
も
、
困
惑
し

て
い
た
の
が
寧
ろ
滑
稽
で
あ
る
。
こ

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
水
前
寺
公
園
を
訪
れ

る
。
こ
の
公
園
は
東
海
道
五
十
三
次

を
形
ど
っ
た
庭
園
で
仲
六
こ
っ
て
い

る
。
池
の
水
は
池
底
か
ら
湧
き
出
て

い
る
の
で
清
ら
か
で
実
に
美
し
い
。

池
の
辺
に
藩
祖
細
川
幽
斉
公
が
京
都

か
ら
移
築
し
た
古
今
伝
授
の
間
と
呼

ぱ
れ
る
古
建
築
が
あ
り
、
こ
の
部
屋

で
お
茶
の
接
待
を
受
け
る
。
茶
道
に

自
信
の
あ
る
妻
は
別
室
で
正
式
の
お

茶
の
接
待
を
受
け
御
機
嫌
で
あ
る
。

薄
暮
宿
舎
に
入
る
。
こ
の
夜
も
陸
軍

の
同
期
生
で
同
区
隊
の
金
物
問
屋
を

や
つ
て
い
る
重
役
タ
イ
プ
の
豆
塚
君

が
た
す
ね
て
く
れ
た
。
遅
く
迄
酒
の

お
相
手
を
す
る
。
酒
に
は
弱
い
私
で

は
あ
る
が
話
題
が
つ
き
な
い
の
で
深

更
ま
で
懐
旧
談
に
花
が
咲
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

　
　
田
沢
中
学
校
か

　
　
ら
の
お
ね
が
い

現
在
田
沢
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
が
校
舎

正
面
に
あ
る
た
め
、
歩
行
者
、
車
輌

大
阪
、
名
古
屋
、
熊
本
の
三
名
城
に

ふ
さ
わ
し
く
戦
術
、
戦
略
上
か
ら
見

て
そ
の
築
城
振
り
は
難
攻
不
落
を
思

わ
せ
る
。
又
数
々
の
遺
品
も
よ
き
参

考
資
料
で
あ
っ
た
が
、
時
間
が
と
ぽ

し
く
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
城
は
明
治
十
年
西
南
の
役
で
焼

失
し
、
昭
和
三
十
九
年
天
守
閣
が

再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
の
天

守
と
一
の
城
門
、
二
の
城
門
、
長

堀
、
倉
庫
は
昔
の
ま
＼
で
重
要
文
化

が
グ
ラ
ン
ド
内
を
自
田
に
通
っ
て
い

ま
す
。
と
乙
ろ
が
そ
の
た
め
非
常
に

グ
ラ
ン
ド
が
荒
れ
る
こ
と
に
な
り
、

真
に
困
っ
て
い
ま
す
。
又
、
さ
ら
に

グ
ラ
ン
ド
で
は
陸
上
部
、
野
球
部
員

が
練
習
し
て
い
る
の
で
す
が
、
通
行

の
み
な
さ
ん
、
生
徒
達
に
危
険
が
あ

っ
て
は
こ
ま
り
ま
す
の
で
、
歩
行
老

は
ブ
ー
ル
わ
き
の
道
路
を
ぬ
け
て
田

沢
小
学
校
う
ら
の
村
道
を
通
り
、
バ
、

ッ
ク
ネ
ッ
ト
う
ら
を
通
っ
て
中
学
校

に
、
車
輌
は
田
沢
小
学
校
う
ら
の
村

道
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
内
の
は
じ
を
通

っ
て
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
う
ら
を
ぬ
け
中

学
校
に
く
る
よ
う
に
、
お
ね
が
い
致

し
ま
す
。

　
　
な
か
さ
と
文
芸

瞳
だ
輪
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
、
、
、

子
供
の
日
せ
わ
し
く
に
ぎ
る
草
の
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山

雪
消
え
て
土
の
香
り
に
希
望
湧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

青
葉
着
て
地
を
踏
み
我
は
農
励
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

も
や
し
そ
ば
し
み
ぐ
味
わ
う
春
の

宵
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ

薬
師
寺
の
古
葉
の
く
す
ぶ
る
春
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

手
の
ひ
ら
に
載
せ
て
味
わ
う
ぽ
た
ん

か
な
　
　
　
　
　
　
　
潤
　
一

主
婦
の
座
を
離
れ
て
里
の
春
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

想
い
出
の
季
節
は
め
ぐ
る
笹
だ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

児
の
幸
を
大
気
に
祝
う
鯉
の
ぽ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
シ

う
ど
木
の
芽
春
の
味
覚
の
夕
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
　
人

病
棟
を
ソ
ッ
ト
抜
け
出
て
草
摘
み
ぬ

耕
き
つ
る
嫁
の
健
康
類
春
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

た
け
な
わ
の
春
老
鴬
の
声
さ
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

灯
に
読
め
ぱ
武
骨
に
写
る
暮
春
の
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

入
学
の
妻
の
髪
断
つ
灯
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

夫
子
遠
く
川
鳴
り
の
中
の
根
芹
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

苗
代
の
数
条
ひ
か
り
村
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

花
に
背
を
精
農
な
る
が
故
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
了

山
里
の
先
祖
の
墓
地
は
ま
だ
自
《
、

　
三
月
半
に
し
て
男
ま
だ
深
く

幾
世
も
の
先
祖
の
眠
れ
る
仏
前
に

　
垂
れ
る
頭
に
心
鎮
す
ま
り

豪
雪
の
里
に
育
ち
し
村
人
の

　
雪
へ
の
ロ
マ
ン
は
生
活
の
汗

一
雪
深
き
妻
有
の
里
に
植
木
屋
は

　
色
と
り
ぐ
の
春
を
待
ち
く
る

春
雨
に
今
朝
は
野
辺
の
彼
方
よ
り

　
も
や
立
ち
登
る
暖
春
の
朝

純
白
の
つ
N
じ
は
君
が
汚
れ
な
き

　
心
の
青
春
の
鉢
植
の
花

灘
韓
鱗

◎
産
声

子
の
名

斉
藤
　
満

小
林
寿
江

南
雲
久
美
子

父
の
名
東
司

　
勲

高大竹滝鈴藤田江滝中吉南橋島藤沢木ノ中口沢沢楽雲
　　　　　木由　　　　　久
佳悦美正　武美思佳　雅美
子子和光正志子彦子武典子
信賢安正正晴良忠光貞正久
雄郎三喜平繁一昭久夫雄男

部
落
名

倉牧芋田倉小上上田田上小西田
俣畑川代俣出山坦中中山原方中

韻
難
米
巌
蔵
舖

　
　
　

｛
翻

｛
翻

｛
翻

｛
翻

一
◎
闘
天
名
年
令

藍
徽
範

山
本
輝
正
　
Q
四
）

村
山
ミ
ツ
ヱ
　
　
（
一
♂
）

中
島
　
塩
吉
　
　
倹
o
）

吋
部
信
太
郎
　
　
（
七
五
）

吉
楽
　
文
市
　
　
倹
四
）

中里

上
原
文
一
（
一
ガ
）
上
山

保
坂
　
民
子
（
一
♂
）
芋
　
沢

大
島
　
博
文
（
一
一
四
）
十
日
町

井
ノ
川
カ
ツ
（
二
も
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